
【日時】　毎月第１,３,５水曜日 １３時～１７時

　　　　（年末年始・祝日・地区センター催事日除く）

【場所】　富山市豊田地区センター２階会議室

【ｱｸｾｽ】　国道８号豊田東交差点を北に進み

　　　　　　２つ目信号を左折

『国道８号豊田新屋相談窓口』開設中！！
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国道８号豊田新屋相談窓口
（豊若町三丁目 12-25）

米田

　現在、豊田新屋立体の模型とパネルを富山河川国道事務所

1 階ロビーに展示しています。

　富山河川国道事務所は、 富山駅北口から約 700ｍに位置し

（詳細は右下図参照）、1 階は誰でも気軽に入ることが出来ます。

相談は事務所でも受け付けておりますので、ぜひお気軽に

お立ち寄りください。
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豊田新屋立体模型やパネルの展示場所について

【模型・パネル設置風景】

　上の写真は、今から約１０年前、射水市の国道８号坂東交差点付近を上空から撮影したも

のです。当該交差点は当時、朝夕のピーク時を中心に慢性的な渋滞が発生していました。

　交差点立体化により、それまで発生していた渋滞の解消・緩和につながりました。立体化

後の交通状況を調査した結果、高新大橋まで続いていた最大 600m の渋滞が解消しました。

国道８号坂東交差点立体化による整備効果

　

　坂東交差点立体は、ランプ部・側道部の歩道整備を残しておりますが、平成２８年度末ま

での完成を予定しています。
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①富山市方向の渋滞

600ｍ 渋滞解消

至　射水

至　砺波

③砺波市方向の渋滞

100ｍ 40m （渋滞緩和）

②金沢市方向の渋滞

  50ｍ 渋滞解消

④射水市方向の渋滞

110ｍ 渋滞解消
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事業着手前の坂東交差点（平成１８年５月頃）
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今後の予定は、裏面をご覧下さい。
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発行・お問い合わせ先

国土交通省
富山河川国道事務所
調査第二課・用地第二課
〒930-8537
富山市奥田新町２番１号
 TEL 076-443-4701(代表)
 FAX 076-443-4703

富山市役所
建設部　建設政策課
〒930-8510
富山市新桜町7-38
 TEL 076-443-2091(直通)
 FAX 076-443-2187

平成28年9月発行国道８号　豊田新屋立体事業　　「豊田新屋ニュースレター　（第13号）」



　     国道８号豊田新屋立体事業に関しては下記までお気軽にお問い合わせ下さい。
　　● 用地の補償について　　　　　　　富山河川国道事務所　用地第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７０７（直通）
     ● 事業の計画・設計について　　　　富山河川国道事務所　調査第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７１７（直通）
　　● 事業に伴う市道等の計画について　富山市役所　建設部　建設政策課　ＴＥＬ ０７６-４４３-２０９１（直通）

【問い合わせ先】
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■事業の流れ 今はここです
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平成28年9月発行国道８号　豊田新屋立体事業　　「豊田新屋ニュースレター　（第13号）」

STEP①　本線下横断構造物の延伸 STEP②　側道（迂回道路）の工事

STEP③　本線部（擁壁・橋梁）の工事 STEP④　完成供用
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立体化後は道路の
幅が広がるので、
国道を横断してい
るボックスの継ぎ
足しを行います。

現国道の脇に側道を整備し
車両を迂回させます。
側道は工事完成後は本線と
接続するランプとしても
使用します。

道
路
拡
幅

最後に、舗装工事を
行って車両を本線に
戻せば完成です。

元の国道本線に
土を盛り擁壁や
橋梁を架設し、
高架化します。

豊田新屋立体事業の現状と今後の予定
　本事業は、昨年から関係者への用地補償説明が本格化し、これまで多くの方からご協力をいただきました。今

後も関係者の方々に対しては、個別に伺い、補償に関する説明を行って参ります。

　現在、それと並行して「道路詳細設計」に入っているところです。道路や橋梁の設計に必要な地質調査、井戸

調査を今後進めていきます。具体的な調査日程や調査に伴う交通規制など、決まり次第、みなさまにお知らせい

たします。みなさまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

　

国道８号坂東交差点立体化までの流れ

至　富山

側
道ボックス継ぎ足し箇所

　下の写真は、実際の坂東交差点立体化工事におけるものです。立体化の流れを矢印に沿ってご覧ください。　


